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2
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1
	
真
実
な
	
ど
う
か

2
.
み
ん
な
に
公
平
か

3
.
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か

4
.
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
か

2
0
0
3
～
2
0
0
4
年
度

R
.
1
会
長

ブ
∋
ナ
サ
ン
B
.
マ
ジ
イ
ア
ベ

国
際
□
―
タ
リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

域
社
会
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深
く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
.

会
員
は
.
推
薦
制
度

|
こ
よ
っ
て
入
会
じ
.
そ
の
会

員
組
織
は
地
域
社
会
の
横
断
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か

(
広
告
掲
載
:
松
橋
	
	
博
会
員
)

じ]
,
館
北
0
-
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
は
W
e
b
(
ホ
ー
ム
ベ
ー
プ
)
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

h
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p
:
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.
o
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a
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ス
Ю
t
a
Ⅳ
@
l
h
k
t
t
d
e
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n
O
n
h
.
O
r
g

2
0
0
3
-
0
4
年
度
	
函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業
目
標

1
	
-
般
会
計
の
健
全
化
一

創
立
5
(
)
周
年
に
向
|
,
て

2
.
親
睦
「
こ
の
方
と
出
会
っ
て
よ
か
つ
た

I
」

-
2
0
0
3
年

9
月
2
1
日
創
立
記
念
式
興
・
想
親
会
が
最
大
の
「
親
睦
の
日
」

3
	
奉
仕
―

*
地
域
社
会
1
市
へ
交
通
安
全
車
(
1
∝
∝
C
)
の
寄
贈
(
記
念
事
業
)

□
―
タ
リ
ー
|
こ
よ
る
新
世
代
へ
の
教
育
開
発
・
意
欲
開
発
を
目
指
す
。

一
子
供
・
家
庭
峠

仕
委
叙

し
て
地
域
社
会

|
こ
貢
献
す
る
一

*
国
際
奉
仕
:
国
際
奉
仕
活
動
の
・
芽 ・
を
育
て
る

今
.
他
国
で
は
.
一
万
円
の
奉
仕
の
価
値
が
十
倍
■
二
十
倍

|
こ
た
か
め
ら
れ
ま
す
。

「
R
.
l
.
3
4
0
0
地
区
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ツ
ヤ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
,
り
R
.
C
を
通
し
て
.
小
学
校

の
図
書
館
支
援
の
た
め
、
本
箱
・
机
・
本
1
5
0
0
冊
な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す
る
。」

4
	
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
D
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
設
置
し
、
当
ク
ラ
ブ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報
を
円
滑
に
し
.
合
わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換
に
貢
献
す
る
。

5
	
友
人
の
言
動
に
好
意
を
示
し
.
反
人
の
成
長
を
願
っ
て
、 ・
手
'
を
貸
し
ま
し
ょ
う
。
一
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レ
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ォ
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サ
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ビ
ス
(
例
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移
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案
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7
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北
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祐
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会
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近
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造
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ゆ
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憩
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宿

季
節
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あ
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ま
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サ
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生
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支
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義
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て
」

次
回
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月
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日
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ロ
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3
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日
(
水
)

□
―
タ
リ
ー
と
は

・
□
―
タ
リ
ー
は
.
事
業
お
よ
び
専
門
職
務
に
携
わ
る
人
の々
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
.
0
-
タ
リ
ー
は
.
人
道
的
な
奉
仕
を
行
い

.

あ
ら
ゆ
る
鐵
業

|
こ
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守
る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世
界
理
解
と
平
和
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
ま
す
.

・
□
―
タ
リ
ー
は
.
世
界
で
最
初
の
奉
仕
ク
ラ
フ
で
す
。
最
初
の
□

―
タ
リ
ー・
ク
ラ
フ
は
.
1
9
■
'
年

2
月
2
3
日
に
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
」
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

・
□
―
タ
リ
ア
ン
は
、
毎
週
、
例
会
を
開
い
て
.
親
睦
を
深
め
、
地

ロ



(
1
7
5
)

◎
ク
ラ
フ
ア
ッ
セ
ン
プ
リ
ー

●
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長

本
日
の
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
プ
リ
ー
は
、
各
委
員
会
報
告
で
す
。

昨
年
は
当
ク
ラ
プ
の
創
立
4
0
周
年
の
年
で
.
当
ク
ラ
プ
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

ほ
か
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
今
日
は
各
委
員
会
か
ら
そ
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。

O
委
員
会
報
告

●
職
棄
幸
仕
委
員
会
	
増
田
	
定
雄
委
員
長

昨
年
1
1
月
1
9
日
.
斎
藤
会
員
の
ご
協
力
に
よ
り
健
康
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
多
数
の
会
員

が
検
診
を
受
け
、
各
会
員
に
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
健
康
に
留
意
下
さ
い
。

0
社
会
奉
仕
委
員
会
	
増
山
	
	
正
委
員
長

昨
年
9
月
.
洞
爺
丸
慰
霊
碑
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
.
昨
年
1
2
月
に
ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
が
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
間
を
行
い
ま

し
た
が
、
小
池
バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
と
相
談
し
て
、
今
年
6
月
頃
2
回
目
を
実
施
し
た
い
と
思
つ
て
い

ま
す
。

●
目
臓
事
仕
委
員
会
	
野
田
	
義
成
委
員
長

創
立
4
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
教
育
活
動
、
特
に
識
字
運
動
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
シ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
タ
マ
ン
サ
リ
R
.
C
.
と
提
携

し
、
同
地
区
の
公
立
テ
ガ
ル
・
レ
ジ
ョ
第
二
小
学
校
に
対
し
、
図
書
館
の
整
備
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
予
算
は
、
函
館
北
R
.
C
.
の
3
0
万
円
と
R
.
I
.
2
5
1
0
地
区
財
団
か
ら
の
補
助
金
2
0

万
円
の
計
5
0
万
円
を
充
て
た
。
同
小
学
校
へ
の
支
援
は
、	
1
0
万
円
を
日
本
の
図
書
、
D
V
D
、

小
学
校
の
教
科
書
.
音
楽
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
等
の
購
入
費
に
充
て
、
残
り
の
4
0
万
円
は
、
現
地

で
の
図
書
館
整
備
費
用
と
図
書
.
備
品
等
の
購
入
に
充
て
た
。
支
援
完
了
は
、	
2
0
0
4
年

4
月
で

あ
る
が
、
現
在
予
定
通
り
進
行
中
で
す
。
ま
た
、
3
月
3
日
付
で
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
の
M
U
D
A
.

M
U
D
I
.
R
W
公
共
図
書
館
か
ら
支
援
要
請
が
き
て
い
る
が
、後
日
検
討
す
べ
き
事
項
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
2
0
0
4
年
4
月
中
旬
に
は
北
村
会
長
と
石
橋
会
員
が
、
現
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
提
携
視
察
に
赴

く
予
定
と
な
つ
て
い
ま
す
。

2
5
1
0
地
区
を
通
し
て
の
R
.
I
.
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ヘ
の
会
員
1
人
1
0
0
ド
ル
の
支

援
は
完
了
し
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
度
世
界
ロ
ー
タ
リ
ー
1
0
0
周
年
記
念
に
向
け
、
海
外
ク
ラ
ブ
と
の
友
好
関
係
の
継
続

を
図
り
ま
す
。

●
輌
世
代
委
員
会
	
石
橋
	
輝
夫
委
員
長

交
換
学
生
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
、
ク
ラ
ブ
奨
学
会
で
す
が
、
交
換
学
生
に
つ
い
て
は
、
田
畑
さ
ん
が

辞
め
ら
れ
た
の
で
報
告
を
省
略
し
ま
す
。

大
谷
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
計
画
通
り
進
ん
で
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
奨
学
会
は
.
高
等
専
門
学
校
の
梅
村
さ
ん
が
今
年
度
で
卒
業
と
な
り
ま
す
。
前
回
理
事
会
で

承
認
い
た
だ
い
た
の
で
、
新
た
に
一
人
奨
学
生
を
募
集
し
た
い
。
奨
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
が

い
れ
ば
、
3
月
2
4
日
ま
で
推
薦
い
た
だ
き
た
い
。
推
薦
が
な
け
れ
ば
各
学
校
長
、
ま
た
は
市
に
依

頼
し
た
い
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
.
山
形
さ
ん
に
は
、
頑
張
つ
て
い
る
こ
と
を
皆
様
に
報
告
し
ま
す
。

(
1
7
6
)

●
友
好
ク
ラ
ブ
委
員
会
	
小
笠
原
	
孝
委
員
長

4
0
周
年
記
念
に
お
い
て
は
、
台
湾
東
北
、
和
歌
山
城
南
、
千
葉
港
か
ら
多
数
参
加
を
い
た
だ
き
友

好
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
今
回
か
ら
、
5
年
毎
に
友
好
ク
ラ
プ
の
契
約
を
更
新
す
る

取
り
決
め
を
し
、
ま
た
、
各
ク
ラ
プ
の
会
報
の
交
換
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
ク
ラ
ブ
●
仕
委
員
会
	
南
木
	
哲
雄
委
員
長

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
と
い
う
よ
り
、	
4
0
周
年
記
念
式
典
幹
事
と
し
て
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

友
好
ク
ラ
ブ
よ
り
約
1
0
0
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ゾ
ン
タ
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ほ
か
、
沢
山
の

参
加
を
い
た
だ
い
て
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

0
出
席
委
員
会
	
森
	
	
秀
樹
委
員
長

こ
の
半
期
の
出
席
率
が
、
8
2
%
か
ら
8
3
%
で
推
移
し
た
こ
と
に
対
し
、
皆
様
の
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。
出
席
率
の
良
い
ク
ラ
プ
は
活
気
が
あ
り
.
会
員
の
増
強
も
図
ら
れ
、
奉
仕
活
動
の
内
容
も
充

実
し
て
い
る
。
来
期
に
向
け
て
も
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ク
ラ
ブ
会
報
委
員
会
	
増
田
	
定
雄
委
員
長

昨
年
7
月
の
発
足
以
来
、
会
報
3
4
号
を
発
行
、
委
員
8
名
に
よ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
広
告
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
現
在
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
広
告
料
未
納
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
親
睦
活
動
晏
員
会
	
松
見
	
修
二
委
員
長

納
涼
ビ
ー
ル
会
か
ら
始
ま
つ
て
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
、	
1
月
の
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
、
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ

と
の
合
同
例
会
、
七
飯
.
亀
田
、
上
磯
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
あ
と
一
回

程
度
.
親
睦
会
を
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

B
O
X
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
9
3
万
円
ほ
ど
の
額
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
各
委
員
会

で
有
効
に
使
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、	
l
C
委
員
会
で
す
が
.
今
後
、	
|
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
手
作
り
で
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

●
米
山
記
念
委
員
会
	
中
野
	
	
亮
委
員
長
・
今
井
	
定
一
委
員
長

米
山
財
団
の
寄
附
は
3
0
万
円
か
ら
1
0
万
円
と
な
っ
た
が
.
米
山
財
団
は
、
後
進
国
か
ら
留
学
生

等
を
受
け
入
れ
.
日
本
と
諸
外
国
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。
月
初
め
に
B
O
X
を
回
し
て

い
ま
す
の
で
、	
1
1
0
円
も
し
く
は
5
0
0
円
の
ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
た
い
。

寄
附
の
日
標
が
達
成
さ
れ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
報
告
に
よ
る
と
、
皆
様
の
協
力

に
よ
り
計
画
ど
お
り
集
ま
つ
て
い
る
と
の
こ
と
で
安
心
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
.
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レ


